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この中から、特に優れた作品として、◯◯◯◯さん(1-1)と◯◯◯◯
さん(2-3)の作品2点が都展に出品されました。

冬が終わりを告げ、春の訪れを感じさせる頃になるとワサビは山間
（やまあい）の澄んだ雪解け水の中で、美しく白い小さな花を咲かせ
ます。しかし、そんな美しいワサビの花もいったん水が濁ったりする
とすぐに枯れてしまいます。ハスの花はどうでしょう。上野不忍の
池などに見られるように、とても澄んでいるとはいえない水の中で、
実に美しい花を咲かせます。しかも自分だけでなく、周りに根を広
げながら次々と見事な花を咲かせていきます。
皆さんは今までに、家庭、学校、友達など自分を取り巻く環境を嘆い

たり、どうしてこんなに不幸なのだろうと思ったことはないでしょうか。
何不自由なく育った人はワサビの花のように順風な人生を送るかも知れません。しかし、
逆境という濁った水に出会うとくじけやすく弱いことも事実です。例えどんな不幸な環境の
中に身を置こうとも濁った水の中で育つハスの花のようにたくましく生きてほしいと思い
ます。ハスの花のすばらしさは、自分ばかりか周囲にも美しい花を咲かせることです。
皆さんも自ら輝やく太陽のような、しかもあの人がいると元気をもらえると思われるよう

プラス思考を大切にして生きていってほしいと思います。

平成２８年度も残すところあとわずかとなりました。間もなく卒業式を迎えます。
３年生は卒業までの一日一日を大切にしてたくさんの思い出が残るよう学校生活を
送りましょう。
１・２年生は、この一年間で学校生活を通して一人ひとりが南二中生として立派に

成長しています。しかし、中にはまだ「小さな大人」になりきれていない生徒がいるかも
知れません。「たくましい人」を目指して日々の成長を期待します。

４月に新入生を迎えますが、３年生が残してくれた大きな財産を生かし、
上級生として 新入生のよき手本となって様々な場面でリーダー
シップを発揮してほしいと思います。

学年の締めくくりを美しい形で終わることができるよう、
有終の美を飾りましょう。
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文化・芸術面でも南千住第
二中は多くの表彰を受けて
います。くわしくは中面に
て紹介しております。



２年生 鎌倉遠足

ペットボトルキャップ集め

2月１７日（金）、２年生の校外学習「鎌倉遠足」が行われました。関東地方に春一番が吹いたこの
日は、鎌倉も暖かな南風に包まれて、散策の足どりも軽やかに進み、古都・鎌倉の歴史と文化を学習
してきました。
今回の校外学習のスローガンは、「周りに気を配り、緊張感を持って、修学旅行につなげよう」でし
た。これは、５月に行われる修学旅行の練習として、先生の付き添いなしで１日を班ごとに自由行動す
ることを目標にしたものでした。第一のチェックは朝の集合。全班が朝の待ち合わせ時間に遅れること
なく揃いました。その後、南千住駅でチケットを受けとり、修学旅行の集合場所となる東京駅を経由し
て、北鎌倉や鎌倉駅に向かいました。現地では、事前に自分たちで計画を立てたコースに沿って鎌倉
を巡っていきました。

鶴岡八幡宮や円覚寺や建長寺、鎌倉大仏のある高徳院
などの神社仏閣をはじめ源氏山公園周辺のハイキング
コース、金運成就で有名な銭洗い弁天など、班ごとに江ノ電
や路線バスを利用したり、歩いて目的地を目指しました。
鶴岡八幡宮では、事前学習で学んだ“実朝が暗殺された大銀
杏”“静御前が舞ったという舞殿”などを実際に見て学ぶことが
できました。また、神職の方をたくさん見ることができた幸運な
班もありました。鎌倉大仏の前では、大きさに圧倒され、思わず
歓声が上がりそうになっても、神社仏閣を見学するときのマナ

ーを思い出し、静かに見学できました。ほかの見学地も班ごとにたいへん充実した学習になっていまし
た。昼食も自分たちで計画したお店で食べました。名物のしらす丼、人気のパンケーキ、鎌倉でとれた
山菜入りの蕎麦…などメニューもさまざまでした。
最終チェックは鎌倉駅で行われました。大きく遅れる班もなく、小町通りなどで買ったお土産を手に全
員元気に鎌倉駅を後にしました。今回の鎌倉遠足で、鎌倉の歴史と文化を存分に楽しみ学ぶことがで
きました。そして、自分たちで計画し行動するという修学旅行へつながる体験ができた１日でした。

藤井ノアさん

齊藤友行くん

天王太鼓「つくも会」の皆さん
から指導いただきました

今、南二ではサン
グラスがブーム！
３年生のページで
探してね。



１年生 調べ学習

楽しい写真やイラストを使って
わかりやすく説明いただきました

あらBOSAI

地域清掃

部活動などの活躍

１年生 人形浄瑠璃

≪都展出品者≫区展出品125作品の中から、特に優れた作品26点が選ばれ、都展に出品されました。

美術科
粘土で作った空き缶

点描画

観光ポスター

家庭科
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ミニチュアパーカー
カラフルボール

≪実用英語技能検定≫
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5 級 ≪第４回ジュニア防災検定≫
防災自由研究優秀賞

家族防災特別賞

成績優秀賞

3月4日(土)に、あらかわ遊園運動場にて、「あらBOSAI」
が行われました。これは、防災について楽しく学び、子どもたちの防災
意識を高めようというもので、南千住二中からは、スーパーレスキュー
部員を中心とした8人が参加しました。当日は天気に恵まれ、多くの小学
生とご家族が訪れ、消防署や警察署、自衛隊、ガス・水道・電気などのラ
イフラインを担う企業も参加して盛大な催しとなりました。体験プログラム
は、永久水利活用訓練や応急手当の仕方などの本格的な活動から、水
消火器で的当てゲーム、水害紙芝居、紙食器づくりなどの小さな子どもも
楽しみながら体験できるものまでさまざま。レスキュー部員は、ポンプに
よる放水の模範演技から、AEDの使い方、救急処置の仕方などの指導
役まで色々な方面で大活躍。防災意識の向上に努めました。

《あらBOSAI参加者》

レスキュー部では、「ジュニア防災検
定」に挑戦し、全員が合格しました。

3月10日(金)、サンパール荒川大ホールを会場にして、荒川区
立中学校「人形浄瑠璃鑑賞教室」が行われました。南千住二中
は、午前の部に1年生が参加。日本の伝統芸能である人形浄瑠
璃について人形、太夫、三味線などの役回りの解説を聞き、実
際の舞台の一部を鑑賞しました。この日の演目は、「伊達娘
恋緋鹿子」の最高の山場となる「火の見櫓の段」でした。
3人の人形づかいの息のあった手さばきで、主人公お七
の人形に命が宿り、一途な思いで火の見櫓を駆け上る
お七の姿は圧巻で、1年生は誰もが舞台を真剣に見入りま
した。日本の伝統芸能の情感豊かな世界に触れた１日でした。

上：火の見櫓を上るお七
左：語りで劇を進める太夫と
感情を音で表現する三味線

2月から総合の時間を利用して、 1年生は「調べ学習」を行っていま
す。テーマは生徒ひとりひとりが“好きなこと・興味があること”から
思考を広げていき決めました。科学、歴史、地理などの分野はもちろ
ん、好きなスポーツや美容・健康法まで多岐にわたっています。その
テーマについて図書館やインターネットを使って情報を集めて、選択
し、自分なりの考えを持ってまとめています。また、将来の発表の機
会に先駆けて、2月21日（火）には野口先生によるパワーポイントの使
い方教室が行われ、これからタブレットを使った学習の幅がひとまわ
り広がりました。今回の調べ学習レポートは、新2年生の3階フロア

に掲示予定です。学校公開日などにぜひご覧ください。

上：パワーポイント
練習中

右：タブレットでまとめ

3月11日（土）、土曜授業公開日の3、4校時に、今年度2回目の地域
清掃を行いました。はじめに、全校生徒が校庭に集まり出発式が行わ
れました。注意事項などの説明につづいて、ＪＲＣ委員長の◯◯◯◯
さん(2-3)が「日頃お世話になっている地域をきれいにして、地域も心
もピカピカにしましょう」と力強く挨拶しました。その後、鉄ばさみとゴミ
を入れるレジ袋を手に全校生徒とご参加いただい
た保護者の皆さま、教職員総勢400名が南千住の
街に一斉に繰り出しました。清掃活動はおよそ1時
間。道路脇の植え込みの中や側溝のふたの間ま
で目を配り、隅々まで一生懸命に地域の美化活動
に努めました。活動中には、街で出会った方々か
ら、「ごくろうさま」「いつもきれいにしてくれて、あり
がとう！」などと声を掛けていただく場面も多く、さらに生徒たちのやる
気もアップ。集合場所に皆レジ袋一杯のゴミを集めて戻ってきました。
全校生徒が校庭に戻ってくると、大きなポリバケツはあっという間にあ
ふれるほどになりました。その後ＪＲＣ委員がゴミを分別して、作業に使っ
た鉄ばさみや資源となる缶やペットボトルなどはきれいに洗って回収し
てもらいました。計画や準備から出発式の司会、最後の片付けまで行っ
たＪＲＣ委員の皆さん、ご苦労さまでした。そして、ご参加いただいた保護
者の皆さま、ありがとうございました。

ゴミ拾いに夢中になる1年生

地域をくまなくきれいに清掃 1時間でレジ袋はゴミで一杯に

資源ゴミはきれいに洗って
リサイクルへ

消火訓練救急処置訓練



3年生 卒業までの日々

5・6校時に、ヘルスプロモーション推進センターの医師岩室紳也先

生を講師にお招きして「性教育講演会」が行われました。岩室先生
は長年に亘りエイズ患者などの治療に携わる一方、若者に性
に対する正しく安全な知識を身につける教育活動に熱心に取
り組まれています。今回は、若者に広がる文化を理解し、様々
な場面での性感染症予防について具体的にお話をしてくださ
いました。ユーモアを交えた内容と生徒と対話しながら進行い
ただき、はじめは緊張気味だった生徒たちからも笑顔があふれ
るほどになりました。素直な気持ちになると、

普段なかな
か得ること
ができない
性のことや
正しい知識があれば予防でき
る病気のことなど

も真剣に学び、考えることができました。
岩室先生、ありがとうございました。

5・6校時に、「ようこそ青年
海外協力隊」が開かれました。
この会は、青年海外協力隊員と
して実際に国際社会で活躍・貢
献した皆さんをお招きしてお話
を聞き、国際交流や異文化理
解、国際協力について考え、理
解しようとするものです。
この日は中華人民共和国の少数民族居住
地で教育支援や衛生面の意識向上のための
活動を行った土屋賢治さん、スリランカの障
がい者センターで職業訓練などの障がい者
福祉活動に携わった紙井香織さん、ラオス
で助産婦として多くの母子の命と健康を見
守った高木とも子さんの3人の方にご来校いただきました。

3人とも青年海外協力隊(JICA)の一員として、自身の持つ専門知識
を駆使し、発展途上の国々の教育・産業・インフラ整備などさまざまな
分野で国際貢献をしてきました。現地での衣食住にわたる生活や仕事
、風土を通して得た体験談は臨場感にあふれ、日本との違いに驚いた
り、異文化を理解することの大切さを気づかせてくださるもので、世界
の国々に関心をもつ機会になりました。ひとりひとりの力でできる国際
協力を考えていきたいものです。

中学校生活最後の学年行事、東京ディズニーランドへの「卒業遠
足」へ行きました。4月のクラス目標の中に、“みんなでディズニーラン
ドへ行こう！”という言葉があったように、この１年を全員で受験勉強
を乗り越え励まし合って、この日を笑顔で迎えることを誓って頑張っ
てきました。当日は３年生の心を写すような晴天。首都圏の中学校の
卒業遠足が多い時期ということもあり、園内に入ると、アトラクションの
前には、すでに長い行列ができていました。でも、夢の国で友だちと
過ごす時間は楽しくてうれしくて、待ち時間もあっという間でした。そ

れでもグループで平均４、5個のアトラクションに乗
り、友だちとたくさんの思い出を作ることができまし
た。
今回の遠足は、クラスを越えて3～十数人のグル
ープを作り、出発から帰宅までの1日をそのグルー

プ プで行動しました。朝の出発にはほとんどのグルー
プ プが5分前には集まり、帰りの集合時間にも遅れる

グループはありませんでした。先のこと、周りの人
のことを考えて行動できる皆さんは

、 この3年間で小さな大人から、たくま
しい人に成長していました。

1校時に、1・2年生の生徒会本部と

中央委員会が企画・運営する「３年
生を送る会」が開かれました。会の
進行は生徒会本部が務め、はじめ
に1・2年生を代表して生徒会長
◯◯◯◯さん(2-2)から3年生へ感

謝の言葉が送られました。つづいて1・2年生劇では、3年生
S が3年間で心に残ったエピソードの数々が楽しく演じられま
した。そして、1・2年生全員によるいきものがかりの「YELL」

の合唱と1・2年生一人ひとりの感
謝の言葉を記したメッセージボー
ドが贈られました。

3年生からは、学年委員長◯◯◯◯くん(3-1)から、
「2年生は南二中のリーダーに、1年生は新一年生の手本となるよう
頑張ってください」という励ましの言葉と、3年生全員によるFUNKY 
MONKEY BABYSの曲「ありがとう」の合唱が贈られました。3月17日
(金)には卒業式が行われます。この日のように全校で心をひとつにし
て、素晴らしい式になることを願っています。

1,2年生による
メッセージボード

1・2年生による劇で3年間
を振り返りました

1・2年生
からは「エールが…

3年生からは
「ありがとう」の
歌が贈られました

土屋先生と民族衣装に身を包む3年生 紙井先生の話に興味津々 全体会にて、ご挨拶くださった高木先生

岩室先生の話術で性の話も楽しく学べました

門脇先生と記念撮影


